































（2）「新しい視点（New	Perspective）」は James	D.G.	Dunn の命名である。E.P.	Sanders が
Paul and Palestinian Judaism	(Fortress	Press,	1977) で提唱したユダヤ教理解（サン
ダースは covenantal	nomism［契約規範主義］という造語を使用。サンダース著，土岐健
治，太田修司訳『パウロ』［教文館，2002 年］参照のこと）に基づいたパウロ研究の総称で
ある（“The	New	Perspective	on	Paul”	Bulletin of the John Rylands Library,	Vol.	65,	
1983,	pp.	95-122.	Included	James	D.G.,	Jesus, Paul and the Law: Studies in Mark and 
Galatians	 (London:	SPCK),	1990,	pp.	183-214）。他に「新しい視点」の著名な学者としては
N.T.	Wright（Tom	Wright）がいる。

































き記している（『教会史』第六巻 3 章 9 節）。






　その後，著作活動を始める（10）が，229 年から 230 年（44 − 45 歳）に執筆した『諸
原理について』で本格的な執筆活動を始め，248 年から 249 年（63 − 64 歳）に記
した『ケルソス駁論』で終えている。その間，膨大な量の聖書注解と聖書講解を著

















ゲネスのスポンサーとなった資産家としてエウセビオスは 2 人ほど挙げている。そのうち 1
人は女性で，エウセビオスは名前を記録していない。オリゲネスがウァレンティノスの異端
の教えから正統的な信仰に導いたアンブロシオス（『教会史』第六巻 18 章 1 節）はオリゲネ
スにヨハネの福音書の注解書を執筆することを依頼したが，その際，依頼だけではなく，必
要経費も負担したことをエウセビオスは書き残している（『教会史』第六巻 23 章 1 節 2 節）。
（11）東ローマ皇帝ユスティヌス 1 世（527− 565 年在位）が 543 年にオリゲネスを名指して非難
する勅令を発布し，553 年の教会会議で正式にオリゲネスの教えが異端として断罪された。
（12）	ティランニウス・ルフィヌス（344 年か 345 年− 410 年）は修道僧で，歴史家且つ神学者で
あるが，ギリシア語教父文書，特にオリゲネスの著作をラテン語に訳したことで有名である。



























































































































に言及する。パウロは第一コリント 9 章 9 節で「穀物をこなしている牛に，くつこ






























と考えたと論じる (The Soul and Spirit of Scripture within Origen’s Exegesis)。
（23）昨今は必ずしもそうではないようである。Gordon	D.	Fee	and	Douglas	Stuart,	How to 






はないが，個々の表現を寓喩的に解釈する例は見出せる。パウロはローマ 3 章 25
節で御子イエス・キリストに関して ἱλαστήριονというギリシア語の単語を用いて
いる。新改訳聖書では「なだめの供え物」（25）と訳される語であるが，旧約聖書の標
準的なギリシア語訳である七十人訳聖書やヘブル書 9 章 5 節では契約の箱の蓋を





















（27）昨今は決して希有な解釈ではない（例えば Arland	J.	Hultgren,	Paul’s Letter to the 
































































（29）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第三巻 8 章，194-196 頁。
（30）	訳者小高毅は，オリゲネス著『ローマの信徒への手紙注解』の解説で 234-245 年と特定する（9
頁）が，正確な執筆年代は不確かである。246 年前後が妥当な執筆年代である，と思われる































（34）ヒエロニムスが訳した有名なウルガタ訳よりも前に（紀元 2 世紀から 3 世紀にかけて）訳され
たラテン語訳聖書のこと。
（35）ローマ書本文の終わり方については写本間に相違があり，議論があるが，詳細は，Harry	
Gamble,	The Textual History of the Letter to the Romans: A Study in Textual and 
Literary Criticism	(Studies	and	Documents	42;	Grand	Rapids:	Eerdmans,	1977) を参照
のこと。























tell,	 show	any	sign	of	an	historical	perspective	on	the	 life	of	 the	primitive	church.	
Specifically	this	means	that	in	his	exegesis	of	Paul	he	did	not	try	to	set	the	Apostle	
within	a	context	of	debate,	particularly	of	 inter-churchly	debate,	arising	 from	the	
problems	of	 the	apostolic	age.”	 (Principles of Patristic Exegesis: Romans 9-11 in 
Origen, John Chrysostom, and Augustine,	p.	48)	参照。
（37）C.P.	Bammel,	Review	of	Translatio Religionis. Die Paulusdeutung des Origenes	by	






























（39）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第二巻 14 章，141-142 頁（3:1-4
に関する注解部分）。



























（41）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第二部第十巻 8 章，664 頁（15:8-12 に
関する注解部分）。他にもオリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第二部第八
巻 1 章，507 頁（10:1-3 に関する注解部分），第二部第八巻 10 章，550 頁（11:13-15 に関する
注解部分），第二部第十巻 11 章，669 頁（15:15-16 に関する注解部分），第一部第三巻 2 章，
164 頁（3:9-18 に関する注解部分）。




























（43）Reasoner,	Romans in Full Circle,	p.	xxv;	Hultgren,	Paul’s Letter to the Romans,	pp.	
5-20 など参照。


























































（48）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第四巻 12 章，280 頁（5:10-11
に関する注解）。
（49）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第二巻 10 章，111 頁（2:15b-16
に関する注解）。



























（53）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第六巻 1 章，361 頁（6:12-14 に
関する注解から）。






























（56）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第二巻 4 章，88 頁（2:5-6 に関
する注解から）。






























（58）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第二部第八巻 2 章，516 頁（10:4-11 に
関する注解から）。


























（60）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第三巻 7 章，190 頁（3:21-24 に
関する注解から）。
（61）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第三巻 9 章，202 頁（3:27-28 に
関する注解から）。






























































（64）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第三巻 9 章，203 頁（3:27-28 に
関する注解から）。


























（66）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第四巻 1 章，221 頁（4:1-8 に関
する注解から）。
（67）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第四巻 1 章，222 頁（4:1-8 に関
する注解から）。





























（69）オリゲネス著，小高毅訳『ローマの信徒への手紙注解』第一部第五巻 9 章，344 頁（6:5-7 に関
する注解から）。
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